
「ビエンチャン・ビジョン」に基づく日ＡＳＥＡＮ防衛協力の実績

今回初めて、ＡＳＥＡＮ全加盟国を対象に、航行中の艦艇上で国際法等のセミナー等を実施
（１）日程 平成２９年６月１９日（月）～２３日（金）
（２）場所 護衛艦「いずも」艦上（シンガポール共和国周辺海域）
（３）内容 ・ 海洋安全保障セミナー（国際法、人道支援・災害救援セミナー）

・ ＣＵＥＳ等による通信競技、各種訓練見学・体験（捜索救難訓練、操艦体験、ヘリ体験搭乗等）

今回初めて、我が国の大規模災害演習にＡＳＥＡＮ全加盟国からオブザーバー招へい
（１）日程 平成２９年６月２０日（火）～２３日（金）
（２）場所 日本
（３）内容 ・ ＪＸＲの計画部署における訓練の計画・実施要領等の紹介

・ 統合任務部隊の指揮所見学、災害派遣時の指揮命令・調整見学、災害派遣関連装備品の展示

日ＡＳＥＡＮ統合防災演習(ＪＸＲ)研修プログラム

日ＡＳＥＡＮ乗艦協力プログラム

• 二国間・多国間の訓練、艦船・航空機の訪問の機会を活用した部隊間交流
• 防衛装備・技術協力（整備・運用教育と併せての航空機移転、艦船整備支援、官民防衛産業
フォーラム）

• 能力構築支援（潜水医学・海洋学等の海洋安全保障分野、衛生・捜索救難等の人道支援・災害救
援分野）

• 国際海洋法（海賊対処を含む）及び国際航空法に関するセミナー

その他の協力事業

「ビエンチャン・ビジョン」で示した３つの協力の方向性

１．紛争の平和的解決の基礎となる「法の支配」を貫徹するため、海洋及び航空分野における国際法の認識共有促進を支援

２．平和と繁栄の基礎である海洋安全保障の強化のため、海洋及び上空の情報収集・警戒監視、捜索救難の能力向上を支援

３．ますます多様化かつ複雑化する安全保障上の課題に対処するため、多分野にわたるＡＳＥＡＮの能力向上を支援

（乗艦協力プログラムの参加者）

（災害派遣関連装備品の展示）

○ 「ビエンチャン・ビジョン」に基づき、具体的・実践的な防衛協力が進展
○ 日ＡＳＥＡＮの防衛分野の関係が、より強固に発展

（中古装備品の移転）



多様な手段の組み合わせ

① 国際法セミナー
・国際海洋法セミナー
・国際航空法セミナー

② 能力構築支援事業 （セミナー、訓練）
・潜水医学、海洋学、海図作成、艦船整備
・飛行安全、航空救難、航空医学、航空気象
・施設活動、ＰＫＯ
・人道支援・災害救援
（捜索救難、応急医療、航空輸送）
・サイバーセキュリティ

③ 防衛装備・技術協力
・防衛装備品及びデュアル
ユース品の移転
・官民防衛産業フォーラム
・中古装備品の移転
・パッケージ支援

④ 共同訓練・共同演習
・海上での通信訓練
・海上での捜索救難訓練

⑤ 人材育成・学術交流
・防衛大学校等への留学生受け入れ
・オピニオンリーダーの招へいを通じた交流

日ＡＳＥＡＮの一体化事業
・日ＡＳＥＡＮ乗艦協力プログラム
・日ＡＳＥＡＮ災害救援演習研修プログラム

①国際法の実施に向けた
認識共有促進

②能力構築支援

③防衛装備・技術協力

④共同訓練・共同演習⑤人材育成・学術交流

（例：航空気象に関する能力構築支援）

○ 今後、ＡＳＥＡＮ側のニーズに応じ、協力事業を更に具体化
○ 「ビエンチャン・ビジョン」で示した多様な協力手段を幅広く活用

（例：国際海洋法セミナー）

（例：捜索救難訓練）（例：通信訓練）

「ビエンチャン・ビジョン」の今後の更なる具体化

（例：官民防衛産業フォーラム）


